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Ⅰ．はじめに

　本研究は，香川大学教員と附属学校園教員と
の共同研究である。前年度の「怒り」に対する
感情理解及び感情コントロールを中心とした
ソーシャルスキルトレーニング（西村・白井・

武藏，2010）の継続研究であり，今回は「不安」
の感情に焦点を当てる。
　特別支援学校の高等部に入学してくる生徒の
中には，これまでの学校生活や社会生活の中で
失敗経験を繰り返していたり，いじめの対象と
なったりして，不安感を少なからずもってい
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要　旨　特別支援学校高等部の生徒を対象として，不安に対する感情理解及び感情コント
ロールを中心としたソーシャルスキルトレーニング（以下SSTと示す）を行った。実践前後
の評価尺度における評価や「うれしい日記」での評価等，複数のアセスメント結果から，知
的障害のある生徒に対して効果があることが示唆された。
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る。また，広汎性発達障害のある生徒は，対人
関係での緊張感や感覚過敏など障害特性から，
不安感を強くもっている場合が多い（Attwood，
2004）。それを解消するためにも，「不安」の感
情を理解して，感情コントロールの方法を身に
付けるSSTを行うことは価値があると考える。
　本研究においても，Attwood（2004）のプロ
グラムを参考にSSTを行う。Attwood（2004）
のプログラムは，９歳から12歳のアスペルガー
症候群等の広汎性発達障害児に対して，認知行
動療法の技法を取り入れた演習を行って感情理
解と感情コントロールを指導する内容である。
今回は，本プログラムを参考にして，知的障害
のある高等部の生徒を対象として実施し，その
効果を検証する。

Ⅱ．目的

　本研究では，知的障害のある特別支援学校高
等部の生徒を対象に，「不安の感情コントロー
ル」を重点に置いた小集団でのSSTを行う。指
導内容については，Attwood（2004）の認知行
動療法プログラムに基づいて行い，不安の感情
理解とコントロールの変化について検討するこ
とを目的とする。

Ⅲ．方法

１．対象
　特別支援学校高等部に在籍する知的障害の生
徒６名（男子３名，女子３名）を対象とした。
本校中学部から進学した生徒が１名（女子），
高等部より入学した生徒が５名（男子３名，女
子２名）で，知的にはIQ56～78の範囲である。
対象生徒の実態について表１にまとめた。

２．指導目標
　初期アセスメントにより，①「自分自身の不
安について理解することができる」，②「不安
のコントロール方法を学習し，ロールプレイで
実践できる」，③「マイナス思考をプラスに変
えることができる」を指導目標とした。

３．セッションの指導内容
　１回のセッションは100分とし，201X年９月
に計６回実施した。内容は「始まりの会」「宿
題発表会」「スキルトレーニング」「振り返り」「終
わりの会」で構成した。指導は主指導者１名，
補助指導者１名で行った。前半２回で不安の感
情理解のための情動教育を，中盤３～５回で具
体的な不安のコントロール方法を学習し，６回
でマイナスの考え方を変える方法の提示と練習
を行った。各セッションのスキルトレーニング
の内容と目標は表２に示す。

表１　対象生徒
生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ 生徒Ｄ 生徒Ｅ 生徒Ｆ

障
害
名

ＭＲ 広汎性発達障害 広汎性発達障害 ＭＲ 自閉性障害 ＭＲ

感
情
表
現
の
様
子

・怒りや不安な
どの感情をあ
まり表現しな
い。

・学校では感情
をあまり表現
しないが，母
親に対しては
暴言を吐くこ
とが多い。

・「うれしいで
す」などと感
情を言葉で表
現するが，形
式的なことが
多い。

・怒りや不安な
どの感情を，
表情や言葉で
素直に表現す
る。

・注意されて納
得できないと，
暴言を吐いた
り相手を叩い
たりする。

・怒りや不安な
どの感情を抑
えて，人前で
はあまり表現
しない。

行
動
の
様
子

・物静かで自分
から話しかけ
ることは少な
い。

・発表するなど
の自己表現は
消極的である。

・失敗経験をす
ると，消極的
になることが
ある。

・周りの評価を
気にして不安
感を示すこと
がある。

・誰にでも積極
的に話しかけ
るが，一方的
な会話が多い。

・明るく誰に対
しても積極的
に話しかける。

・友達の行動に
対して命令や
批判的な言動
をすることが
ある。

・自己主張が強
く，思い通り
にならないと
感情的になる
ことがある。

・明るく誰に対
しても積極的
に話しかける。

・未経験のこと
に対しては過
度に緊張して
不安感を示す。
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４．プログラムの指導方法
（1）　自分自身の不安について理解する
①『うれしい』『リラックス』『不安』について，
それぞれ表現される体内の変化をワークシート
にまとめる
　まず，肯定的な感情である『うれしい』『リ
ラックス』を感じているときの自分の体内の
状態の変化について，「心拍数」，「呼吸」，「筋
肉」，「考えること」，「話し方」，「顔の表情」，

「姿勢」の７項目についてワークシートに記入
させた。その後，『不安』を感じているとき
の体内の状態の変化についても，『うれしい』，

『リラックス』を参考にして考え，ワークシー
トに記入させた。
②サーモメーターで感情の段階を表し，視覚化
して大きさを知る

　感情を５段階で表示するツールとしてサーモ
メーター（図１）を使用した。具体的な状況に
おける個々の感情の段階を数値化しワークシー
トに記入させた。ホワイトボード上の大型の
サーモメーターに印をして視覚化することで，

表２　セッションの内容
回数 内　　　　　容 目　　　　標

１
①自己紹介
②係り決め
③「うれしい」情動教育
④プレジャーブック紹介

・新しいグループでのルールや友達のことを知ることができる。
・「うれしい」感情を知って，ワークシートに考えをまとめることができ

る。

２

①「すきなもの探し」発表会
②「うれしい度」レベルチェック
③「リラックス」情動教育
④「まるこの気持ち」クイズ
⑤「うれしい日記」紹介

・サーモメーターで感情の大きさを表すことができる。
・「リラックス」の感情を知って，ワークシートに考えをまとめることが

できる。
・「不安」の理由や向き合い方について考えることができる。

３
①宿題発表会
②「うれしい日記」作り
③「不安」情動教育
④「カンジョウレンジャー」紹介

・「不安」の感情を知って，ワークシートに考えをまとめることができる。
・サーモメーターで感情の大きさを表すことができる。

４
①宿題発表会
②「カンジョウレンジャー」発表

（運動，リラックス）
③「フアンちゃん」レベルチェック

・「不安」への対処法について，「運動」「リラックス」の視点で考えるこ
とができる。

・サーモメーターで感情の大きさを表すことができる。

５
①宿題発表会
②「カンジョウレンジャー」発表

（交流，自己教示，よい模倣）
③「フアンちゃん」レベルチェック

・「不安」への対処法について，「交流」「自己教示」「よい模倣」の視点
で考えることができる。

・サーモメーターで感情の大きさを表すことができる。

６
①宿題発表会
②自分のカンジョウレンジャー紹介
③毒男・げどくマン紹介
④カンジョウレンジャー攻撃技発表会

・「マイナス思考」とその対処法を知り，考え方を変えることができる。
・ロールプレイをすることで，「不安」に対するコントロール方法を学ぶ

ことができる。

図１　サーモメーター

写真１　サーモメーター使用場面

全体で共有した（写真１）。
　ここでも，まずは肯定的な感情である『うれ
しい』，『リラックス』について考え，その後に

『不安』の感情についても数値化を行った。
　対象生徒が日常生活でうれしかったことを記
録する「うれしい日記」，自分の好きな物をま
とめた「プレジャーブック」についても取り組
んだ。以後の指導中は宿題発表会のときに発表
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の攻撃技として表現し，「運動」「リラックス」
「交流」「自己教示」「よい模倣」に分類したキャ
ラクターの特技を紹介し，攻撃技（コントロー
ル方法）を考えさせ，みんなの前で発表させた。
それぞれのキャラクター及びコントロール方法
について表３に示す。また，最後に自分だけの
オリジナルのカンジョウレンジャーを考えさせ
た。
②ロールプレイで実践する
　最初に，不安の生じる具体的な場面を呈示
し，サーモメーターで数値化して印をした。

「部活動でティーボールの試合をしていた→
チャンスで打つ順番が回ってきた→友だちに

『アウトになったら負けるぞ』と言われた」「明
日から現場実習→初めての場所で知らない人ば
かり→先生も時々しか来てくれない」など，実
際の学校生活にあてはめて具体的な場面を設定
して考えさせた。
　次に，自分の考えたカンジョウレンジャーの

して生徒同士で共有し，さらにプログラム終了
後も継続して普段の学校生活において活用し
た。
（2）　不安のコントロール方法を学習し，ロー

ルプレイで実践する
①コントロール方法を考える
　「不安」の感情は，生徒がイメージしやすい
ように「フアンちゃん」（図２）というキャラ
クターを使い，「フアンちゃんが大きくなって
困った状態になる前に対応を考えよう」という
導入で，不安のコントロール方法を指導した。
　コントロール方法は「カンジョウレンジャー」

図２　フアンちゃん

表３　セッションで使用したキャラクター（カンジョウレンジャー）
キャラクター名 分　　類 特　技 コントロール方法（生徒の意見） キャラクター
うんどうマン 運　動 たくさんのエネル

ギーを使って「フ
アンちゃん」を小
さくする

・自転車で突っ走る
・サッカーでゴールを決める
・ダンスをする
・走る

リラックスマン リラックス 気分をリラックス
させて「フアンちゃ
ん」を小さくする

・大きな声で歌う
・飲み物を飲む
・お風呂に入る
・好きな音楽を聴く
・深呼吸をする

おはなしマン 人との交流 人や動物（ペット）
などと話すことで

「フアンちゃん」を
小さくする

・相談のってくれる？
・話聞いてくれる？
・みんなで料理をしよう
・一緒にWiiのゲームをしよう

かんがえマン 自己教示 考 え 方 を 変 え て，
自分に言い聞かせ
て「フアンちゃん」
を小さくする

・まだいけるよ
・ゆっくりと考えよう
・やるしかない，やればできる
・今度こそだいじょうぶ
・まずは冷静に考えよう

いろいろマン よい模倣 おもしろい，いろ
んな技（ダジャレ
を考える，誰かに
な り き る， プ レ
ジャーブックを見
る）で「フアンちゃ
ん」を小さくする

・ダンスだ，ダンシング！
・ねこがねころんだ
・このハエ，はえーな
・「嵐」になりきる
・「イチロー」になりきる
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攻撃技（不安のコントロール方法）の中からい
くつかを選び，台本を書いてロールプレイで発
表させた（写真２）。
　最後に，ロールプレイ後に再度サーモメー
ターに数値化して印をし，不安の程度が小さく
なったかを確認した。
（3）　マイナス思考をプラスに変える
　マイナスの考え方を「毒男」（図３），マイナ
ス思考をプラスに変える方法を「げどくマン」
（図４）というキャラクターで表現し，パワー
ポイントで説明した。

写真２

　次に，ワークシートを使って，「おちついて
がんばるぞ！」「なにをやってもうまくいかん
わ」など10項目について毒男のマイナスの考え
方か，げどくマンのプラスの考え方かを見分け
る学習を行い，全体で答え合わせを行い，プラ
スの考え方を理解させた。
　最後に，ワークシートで，「いつもまちがっ
てばかりでだめだ」などの毒男のマイナス思考
を提示し，それをプラスの考えに変える練習を
した。そして，それをお互いに発表し合ってプ

　　図３　毒男　　　　　図４　げどくマン

ラスの考え方を共有した。

５．教材および支援ツール
　教材および支援ツールについては，香川大
学「にじいろ教室」で開発したものを基に，ア
レンジを加えて使用した（白井・武藏，2010）。
指導で使用した主な教材および支援ツールにつ
いて表４に示す。

６．評価と分析方法
　感情コントロールの評価として使用した評価
尺度は以下の３つである。評価は，セッション
開始直後，セッション終了時，セッション終了
２か月後（フォローアップ）の３回実施した。
対象生徒６名の全体平均としての評価と，個別
に特徴のあった生徒の変化について評価を行
う。
　また，「うれしい日記」の記述の変化につい
ても個別に評価を行う。
（1）　マトソン年少者社会的スキル尺度

（MESSY）による評定
　感情コントロールの評価として，MESSY

（荒川・藤生，1999）を用いた。質問項目につ
いて「はい」「いいえ」の２段階で回答させる。
分析方法は，中学生で行った標準分布に照らし
合わせて，「適切な社会性」「不適切な社会性」

「感情のコントロール不全」「自己顕示」「孤立」
の５項目において変化をみる。
（2）　児童用メンタルヘルス・チェックリスト

（簡易版）による評定
　学校生活での抑うつ・不安などのストレスの
症状，ストレス因の評価として，児童用メンタ
ルヘルス・チェックリスト（簡易版）（岡安・由地・
高山，1998）を用いた。質問項目について「全
然当てはまらない」「あまり当てはまらない」「少
し当てはまる」「よく当てはまる」の４段階で
回答させる。分析方法は，MESSY同様に，中
学生で行った標準分布に照らし合わせ，「身体
的症状」「不機嫌・怒り」「抑うつ・不安」「無
力感」の４項目において変化をみる。
（3）　「じろうくんと算数のテスト」による評定
　感情のコントロール方法を具体的に記述でき
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Ⅳ．結果

１．対象生徒全体の評価尺度による評価
（1）　マトソン年少者社会的スキル尺度

（MESSY）による評価
　MESSYによる対象生徒全体の評価点の平均
値の変化を図５に示す。
　分析の結果，「不適切な社会性」，「自己顕示」
が２か月後のフォローアップで上昇したが，平

ているかの評価として，「じろうくんと算数の
テスト」を用いる。これは，「ジェームズと算
数のテスト」（Attwood，2004）をアレンジし
たものである。パワーポイントで内容を示した
後，不安になっている友だちへのアドバイスを
考えさせ，自由記述させる。その内容は，「じ
ろうくんは算数が苦手です。先生が今度の算数
の時間にテストをするよと言いました。じろう
くんは点数が悪くて，クラスの人にバカにされ
るかもしれないと心配でした。テストの日の
朝，校長先生がクラスに来て，先生が体調が悪
いので，新しい先生が来て，授業をします。テ
ストは予定通りに行いますと言いました。新し
い先生にクラスの子どもたちが騒がしくなって
います。じろうくんはますます心配です」。分
析方法は，記述した内容の変化をみる。

表４　教材および支援ツール
場面 教材および支援ツール 指　　　導　　　方　　　法

自
分
自
身
の
不
安
に
つ
い
て
理
解
す
る

・うれしい日記

・プレジャーブック

・サーモメーター
・大型サーモメーター
・対象生徒の顔写真（磁石付き）

・感情を整理するワークシート

・生活の中でうれしかったことや，誰かに喜んでもらったことなどを記述する
日記。セッション２で紹介し，その後宿題とした。セッション３以降は宿題
発表会という形で発表させ，全員で共有した。

・自分の好きな物をまとめたノート。セッション１で紹介し，その後宿題とし
た。セッション２以降は宿題発表会という形で発表させ，全員で共有した。
また，「いろいろマン」の攻撃技としても使用した。

・自分の感情を，「１：少し」から「５：とても」までの５段階で表示するため
のツール。感情に段階があることを理解し，現在の位置を確認したり，以前
との変化をみたりするなど，感情をコントロールするための指標とする。全
体で共有する際には，大型サーモメーターを使用し，自分の顔写真をはって
示した。

・「うれしい」「リラックス」「不安」の状態で，体の状態がどうなっているかを「心
拍数」「呼吸」「筋肉」「考えること」「話し方」「「顔の表情」「姿勢」の７項目
について整理して記入した。

不
安
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
法

を
学
習
す
る

・アニメの主人公による不安のパワー
ポイント・ワークシート

・「フアンちゃん」の紹介パワーポイ
ント

・「カンジョウレンジャー」の紹介パ
ワーポイント・ワークシート

・ロールプレイの台本

・サーモメーター

・アニメの主人公を題材に，不安に感じる場面をパワーポイントで示し，それ
について自分の考えをワークシートに記入した。

・「不安」の感情を「フアンちゃん」というキャラクターで表現し，「フアンちゃ
んが大きくなると困った不安になる」と説明した。

・「不安」のコントロール方法を「カンジョウレンジャー」というキャラクター
で表現し，分類ごとに特徴と攻撃技を紹介した。その後，ワークシートに自
分が考える攻撃技を記入した。

・ロールプレイをする前に，自分で考えた攻撃技など「不安」をコントロール
するための方法を考えて，台本を作成した。

・同上
マ
イ
ナ
ス
思
考
を
プ
ラ
ス
に

変
え
る

・「毒男」の紹介パワーポイント

・「げどくマン」の紹介パワーポイン
ト

・「げどくマン」の攻撃技チェックプ
リント

・「げどくマン」攻撃分析プリント

・サーモメーター

・マイナス思考を「毒男」というキャラクターで表現し，「毒男」が心の中にす
みつくとダメダメな考えばかりして不安を大きくする」と説明した。

・マイナス思考の「毒男」を減らすことができる攻撃技として「げどくマン」
というキャラクターを紹介し，マイナスの考え方をプラスに変える方法を説
明した。

・10項目について毒男のマイナスの考え方か，げどくマンのプラスの考え方か
を見分けるワークシート。自分が考える方にチェックをした。

・マイナスの考え方をプラスに変える練習をするワークシート。「毒男」の考え
に対して，「げどくマン」の考えを記入した。

・同上

図５　MESSY評価点の変化（全体平均）
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図６　「ストレス症状」評価点の変化（全体平均）
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均水準内での変化であった。全体として「自己
顕示」が強い傾向にあることが分かった。
（2）　児童用メンタルヘルス・チェックリスト

（簡易版）による評価
　児童用メンタルヘルス・チェックリスト（簡
易版）による対象生徒全員の「ストレス症状」「ス
トレス因」の評価点の平均値の変化をそれぞれ
図６，図７に示す。
　「ストレス症状」として，どの項目も全体的

図７　「ストレス因」評価点の変化（全体平均）

5

7

9

11

6

8

10

12
13
14
15

事前 事後 フォローアップ

先生との関係の困難 友人との関係の困難

学業の困難

に高い傾向にあり，特に「抑うつ・不安」が高
い傾向にある。セッション開始時と比較して終
了時には「身体的症状」が減少したが，「抑うつ・
不安」「身体的症状」「不機嫌，怒り」の値が２
か月後のフォローアップで上昇した。プログラ
ム実施後に現場実習があったため，ストレスを
感じたことが一因であると考えられる。
　「ストレス因」についても，フォローアップ
で「先生との関係の困難」「学業の困難」にお

表５　「じろうくんと算数のテスト」の自由記述
生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ 生徒Ｄ 生徒Ｅ 生徒Ｆ

事
前

・新しい先生がき
ても，いつもど
おりいこう。

・自分なりにがん
ばって，くいの
ないようにテス
トにいどんだら
いい。

・もっと覚えるま
で勉強したらい
い。

・一生懸命したら
いいよ。

・算数が苦手で
も，いい点をと
ればいい。

・じろうくんが新
しい先生に注意
したらいい。

・不安を減らすた
めに算数の勉強
をしたらいいと
思うよ。

・見直しをすると
いいよ。

・集中してあきら
めないように気
をつけて。

・テストの点が悪
くても，他の友
達がなんと言お
うと，一生懸命
がんばったんだ
から，自分に自
信をもっていい
よ。

事
後

・ふだん教えてく
れたことを思い
出してやったら
いいよ。

・テストの点が悪
く て， み ん な
にバカにされて
も「自分はがん
ばったんだ」と
思えばいいん
だ。

・難しくてもやる
しかない。

・もしテストが悪
くてバカにされ
ても気にせず，
今度がんばれば
いい。

・もっと勉強して
覚えるといい。

・算数が苦手で
も，がんばって
したらいいよ。

・難しくても一生
懸命勉強したら
いい点がとれる
と思うよ。

・じろうくんが友
達にやさしく注
意したらクラス
がよくなると思
うよ。

・テスト前には家
でしっかり勉強
したらいい。

・不安を感じな
いようにがん
ばってね。

・新しく来る先生
だってやさしい
先生だよ。

・他の友達がなん
と言おうと，が
んばったんだか
ら自信をもって
がんばろうよ。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

・テストの点が悪
くても自信をも
とう。

・結果が悪くても
気にしないでい
こう。

・みんなが暴れた
り騒いだりし
ても，きっと新
しい先生がなん
とかしてくれる
よ。

・とりあえず，わ
からないところ
があれば適当に
書けばいい。

・悪い点をとると
思わないで，落
ち着いてテスト
をしてくださ
い。

・じろうくんをバ
カにしたり騒が
しくなったら，
どんなに先生が
怒って注意をす
るかが心配。

・体調が良くなっ
た先生が，その
ことを聞いた
ら，どんなに怒
るだろう。

・一緒に楽しいこ
とを考えたい。

・テストの点数が
悪 く て も、 が
んばってした結
果なのでいいで
す。

・心配になってみ
んな注意したり
したいです。

・予習や復習をき
ちんとしたらテ
ストの点数が良
くなるよ。

・テスト中にあ
きらめないで，
しっかり見直し
をしたらいい
よ。

・間違えたところ
を復習して次は
間違わないよう
に気をつけるん
だよ。

・ぼくと一緒に算
数の勉強しよう
よ。

・できるだけのこ
とはしたんだ
か ら、 気 に し
ちゃダメだよ。

・新しく来る先生
は，やさしくし
てくれるよ。だ
から元気出し
て よ。 フ ァ イ
ト！
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いて上昇がみられたが，平均水準内での変化で
ある。
（3）　「じろうくんと算数のテスト」による評価
　対象生徒が自由記述した内容を表５に示す。
　セッション開始時の評価では，「がんばろう」

「一生懸命したらいい」「良い点を取ればいい」
などの抽象的な意見が多かった。事後，フォ
ローアップでは，「自信をもって」「気にしない

で」「落ち着いて」「あきらめないで」と不安を
解消するための方法を提示できていた。

２．特徴のあった生徒の評価尺度による評価
　個別に特徴のあった生徒Ｂについて，
MESSYによる評価点の変化（図８）及び児童
用メンタルヘルス・チェックリスト（簡易版）
による「ストレス症状」の評価点の変化（図９）
をみていく。
　MESSYによる評価点では，セッション開始
時に比較して，終了時には「感情のコントロー
ル不全」「不適切な社会性」の値が下降したが，
フォローアップでは再び上昇した。また，フォ
ローアップで「適切な社会性」の値が大きく下
降した。「自己顕示」がもともと高い生徒であっ
たが，セッション実施によってさらに上昇した。
　「ストレス症状」については，セッション開
始時に比較して，終了時には，「身体的症状」

「不機嫌・怒り」「抑うつ・不安」「無力感」の
４項目すべてにおいて評価点が減少したが，
フォローアップでは３項目で上昇した。「抑う
つ・不安」もフォローアップで評価点が上昇し
たが，開始前の評価点と比較すると低かった。

３．「うれしい日記」による評価
　生徒Ｂと生徒Ｅの日記開始時と終了後の記述
内容について，表６に示す。
　生徒Ｂは，失敗経験をしたり心配なことが

図８　MESSY評価点の変化（生徒Ｂ）
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図９　「ストレス症状」評価点の変化（生徒Ｂ）
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表６　「うれしい日記」記述内容
生徒B 生徒E

日記開始時 ９月○日
　今日，部活でプレイヤードを15周しました。あんま
り，むりしないようにいつもよりかは，スピードを
落としました。でも，いつもどおり，自分の中では
100％の力が出しきれなくて，くやしくて，落ち込ん
でいた時，A先生とY先生が，なぐさめてくれてうれ
しくて少しだけなみだが出ました。その時にちょうど
T先生がおって，「今日，お前速かったぞ。明日もが
んばろな！」とあくしゅしてくれて，安心して家に帰
りました。

９月○日
　今日の昼，パソコンで英検の勉強をしました。単語
が多くてすごく難しかったです。10月に第２回の英検
があるので，合格するように頑張りたいです。特に，
リスニングや長文のところをいい点をとりたいです。

プログラム
終了後

１月○日
　今日は，合宿の最後の日でした。一日目はA競技場
で練習しました。とてもえらかったです。あと，もう
ちょっとでMさんに追いつくところだったけど追いつ
かなくて残念でした。でも，いつもはめちゃくちゃは
なれすぎてしまうけど，今回はほんの少し近い方だっ
たのでうれしかったです。学校に帰ってMさんと話し
ました。とてもおもしろかったです。

３月○日
　今日は，学校で卒業式がありました。卒業生と一緒
に写真を撮ったり，お別れ会をしました。三年生と会
えなくなるのは，ものすごく寂しいです。でも，三年
生に，「また，いつか会おうね。一緒に遊んだりしよ
うね」と言いました。三年生が卒業しても，どこかで
遊んだり，私が卒業してから，仕事をたくさんして，
お金をためてから，旅行へ行って，たくさん写真を
撮ったりして，いい思い出を作りたいです。
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あったりすると，周りの評価を気にして，不安
になってマイナス思考になることの多い生徒で
ある。９月の記述では，不安になったとときに
励まされてうれしかったという内容の記述が多
かった。１月の記述では，マイナス思考になり
ながらも，気持ちを切り替えて，前向きなプラ
ス思考ができるようになってきた。
　生徒Ｅは，自己主張が強く，相手の気持ちを
考えた言動の少ない生徒である。９月の記述で
は，自分自身の内容についての記述がほとんど
で，日記の中に家族以外の人物が登場すること
はなかった。１月頃から先生や友達とのかかわ
りの中での記述が徐々に書かれるようになった。
　以上のように，自分の感情を前向きに表現し
たり相手とのかかわりの中で表現したりするこ
となどの変容が見られた。

Ⅴ．考察

　知的障害のある高等部の生徒を対象として，
不安に対する感情理解及び感情コントロールを
中心としたSSTを実施した。MESSYや児童用
メンタルヘルス・チェックリスト（簡易版）に
よる評価では，感情コントロールやストレス症
状の大きな変化はみられず，逆にフォローアッ
プでは上昇する傾向がみられた。SSTの指導期
間が１ヶ月弱と短期間であったこと，フォロー
アップ直前に４週間の現場実習がありストレス
の一因となったことが考えられる。この結果か
らは，今回のSSTによって対象生徒が不安をコ
ントロールしてストレス症状を減少したという
明確な効果は示されなかった。しかし，個別の
事例における評価点の変化をみると，生徒Ｂの
ようにストレス症状が減少した事例もみられ，
一定の効果が示された。また，「じろうくんと
算数のテスト」や「うれしい日記」の記述から
も，感情をコントロールし，不安を解消しよう
とする前向きな考えが述べられるようになるな
ど変容がみられ，効果が示された。
　「不安」の感情は，「怒り」の感情と比較して
実感しにくく，SSTをすることでかえって不安
感を増長させるのではないかと危惧した。しか

し，抽象的な「不安」の感情を，キャラクター
を使って指導したことで，生徒にとってイメー
ジしやすく，抵抗なく取り組むことができ，理
解を深める効果があったのではないかと考える。
　今後の課題として，対象生徒に対して継続し
て指導を行い，経過を観察することでSSTの効
果を確認していくことがあげられる。短期間の
指導ではあるが，１年後，２年後と指導を継続
して変容をみていくことが必要であると考える。
　また，不安の一因であり，ほとんどの生徒が
経験しているいじめ問題についても今後検討が
必要である。周りからの刺激に対して感情をコ
ントロールし，自分の身を守るための対処につ
いて今後検討していく。
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